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○○　○○

私は公認会計士として登録をしています
が、監査業務は行わずに慶應義塾大学商学部
で教授をしています。公認会計士2次試験合
格後に短い期間ですが朝日新和会計社（現在
のあずさ監査法人）で監査実務の経験もあり
ますが、そのときの経験が学者としての仕事
に役立っていると感じることが多々ありま
す。私の研究テーマは企業グループへの管理
会計の適用ですが、そのためには連結財務諸
表の理解が不可欠です。企業での聞き取り調
査の際に会計担当者が話す内容を具体的な
イメージとして理解できるのも、公認会計士
として会計実務に触れた経験が大きいと思
います。逆に、有名なコンサルタント企業が
グループ内にシェアードサービス会社を設
立する際に相談を受けるなど、研究テーマに
関する相談や講演依頼を企業から受けるこ
とも多々あります。現在では学者の専門領域
の細分化が進んでいますが、管理会計だけで
はなく、原価計算、簿記といった会計科目の
ほかに、マネジメント全般の入門的授業を担
当できるのも、公認会計士として企業の内部
を見た経験が役立っているといえます。

ここ10年は日本公認会計士協会から依頼
された仕事も増えています。『会計・監査
ジャーナル』には、2016年から2019年にかけ
て「クイズでわかる　管理会計の最先端」を
30回にわたり連載し、その後日本公認会計士
協会出版局から2分冊の『Q&A管理会計の最
先端』を出版しました。会計研修教育機構で
は実務補習の講師として「管理会計の実務」
を2023年期まで担当し、日本公認会計士協会
の学術賞審査委員会の委員長を2023年から3

年間務めました。
私が考える公認会計士の魅力は、監査法人

や上場企業への勤務のほかに、個人事務所や
スタートアップ企業への勤務、社外役員や財
団等の理事など、様々な分野の仕事に資格を
生かすことができることですが、もし大学教
員への転身を考えているのであれば、今から
でも大学院の修士課程に進学することをお
勧めします。現在では仕事を続けながら大学
院での研究をしやすい環境も整いつつあり
ますし、修士論文を書く経験は会計士として
専門誌に文章を寄せるときにも役に立ちま
す。また、会計基準の解説書だけではなくア
カデミックな研究書を読むことも必要です。

ここ2年ほどは、東京会のボウリング大会
や地区会の会合に参加することで、公認会計
士の皆さんと交流する機会も増えています。
組織内会計士として私もCPD（継続的専門能
力開発）の義務があり、対面での研修会に参
加することもしばしばあります。見かけたと
きはぜひお声がけ下さい。

監査実務の経験と研究の関係について

○○　○○

慶應義塾大学商学部教授

昭和61年経済学部卒業

園田　智昭
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「練習は不可能を可能にす」と「気品の泉源、智徳の模範」

ると感じています。
この目的にある通り、慶應義塾はまさに単

なる一所の学塾ではありません。大学を卒業
して終わりではなく、生涯、塾員、すなわち慶
應義塾の一員として慶應義塾の輪の中、慶應
義塾のネットワークの中にいます。塾員とし
ての活動こそが慶應義塾の真髄ではないか
と思っております。慶應義塾の出身者は、特に
ビジネス界において多くの仲間が活躍してい
ますが、我々公認会計士はそういう仲間のハ
ブとなってその専門能力を大いに発揮してい
ます。これも三田会を通じたネットワークの
なせる力だと思います。

私は、1985年に公認会計士登録をし、現在
小規模な監査法人を営んでおります。また日
本公認会計士協会においても東京会会長、本
部副会長といった多くの役職に就かせていた
だきましたが、常にこの「練習は不可能を可能
にす」と「気品の泉源、智徳の模範」を意識し
て活動を行ってまいりました。

ぜひとも、三田会の活動を通じて、慶應義塾
の良さや意義をあらためて感じて頂けたら幸
いに存じます。皆様とお会いして、そして大い
に語り合う機会を楽しみにしています。

公認会計士三田会は、創立51年となり、会
員数6,000人を超え51年間にわたり大学別合
格者が1位、業界で活躍する多くの偉大な先
輩方を輩出している素晴らしい歴史と実績を
持つ会です。

私は、慶應義塾には1969年に普通部に入学
したことから始まり、高等学校、大学と進み
1979年 （昭和５4年）に経済学部を卒業し塾員
となっております。学生　時代は弓術部に在
籍し、経済学部卒というよりは体育会弓術部
卒といったほうが良いかと思います。そのご
縁で三田体育会の理事も務めています。その
ようなことから、私の好きな言葉は、体育会出
身者であれば誰しもよく知っている小泉信三
先生（戦前戦後の慶應義塾塾長）が1962年（昭
和37年）に講演でお話になった　「練習は不
可能を可能にす」　です。その小泉先生から
さらに福澤諭吉先生のお言葉までさかのぼり
ますと、福澤先生は1896年（明治29年）に次の
ようなことをお話しされました。
「慶應義塾は単に一所の学塾として自から

甘んずるを得ず。其目的は我日本国中に於け
る気品の泉源、智徳の模範たらんことを期し、
之を実際にしては居家、処世、立国の本旨を
明にして、之を口に言うのみにあらず、躬行

（きゅうこう）実践、以て全社会の先導者たら
んことを欲するものなり。」　です。これは、現
在、慶應義塾の目的と称しているものですが、
あらためて読むと多くの示唆に富んだ内容で
あることが分かります。130年も前の言葉で
すが、今で言うビジョン（Vision）ミッション
(Mission）バリュー（Value）が端的にぎゅっ
と詰め込まれていて、感嘆するばかりです。特
に「我日本国中に於ける気品の泉源、智徳の
模範」とは、何とすごい言葉だろう、我々公認
会計士のモットーとして、そのまま当てはま

○○　○○

公認会計士三田会
会長

昭和54年経済学部卒

柳澤　義一
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近未来で活躍する公認会計士像

昨年の公認会計士試験における大学別合
格者数では、我が慶應義塾が51年連続で合格
者数第1位（公認会計士三田会調べ）となりま
した。長い歴史の中で、塾から多くの公認会
計士が継続的に社会へ輩出され続けている
ことを大変誇りに思います。

私は1995年に公認会計士試験に合格し、以
来30年以上にわたり、会計監査やアドバイザ
リー業務に従事してまいりました。その間に
時代は大きく変化し、今や生成AIが企業活
動や私たちの業務に大きな変革をもたらす
時代に突入しています。

今後会計士に求められる専門性は生成AI
時代において、会計士に求められる専門性と
して、次の点が挙げられます。
・生成AI等のテクノロジーを使いこなせる
力
・AIを鵜呑みにせず、事実確認や証拠評価を
徹底できる力
・会計とテクノロジーの橋渡しを担う力
・サステナビリティや非財務情報にも精通し、
保証業務に対応できる力
・法規制、倫理、コンプライアンスに精通す
る力
ともすると、人はAIの出力をそのまま利用
したくなるものです。しかし、このような時
代だからこそ、公認会計士に真に求められる
のは、「職業的専門家としての高度な職業的
懐疑心」を備えることだと考えます。

こうした観点からも、会計士に求められる
専門性は、今後さらに難しく高まっていくこ
とが見込まれます。

今後活躍する公認会計士像として高い専

門性が求められる一方、つい先日、ある企業
のCFOから次のようなコメントをいただき
ました。
「信頼関係のない会計士から言われても納

得できませんが、これまで築いてきた関係の
ある会計士から言われるのであれば納得で
きます。なぜなら、そこに土台となる信頼が
あるからです」

この言葉を聞き、はっとさせられました。
このように生成AIやテクノロジーが進化・
発展する時代においても、「信頼」「誠実性」

「相互理解と敬意」は、30年前と変わらず公
認会計士にとって依然として重要な要素で
あると確信しました。

未来を見据え、一歩先んじて専門性を身に
付けることが、公認会計士にとって不可欠で
あることは間違いありません。しかし、それ
だけでは、社会や企業の中で真に活躍できる
公認会計士たり得ません。

時代が変化する中にあっても、私たち会
計士が常に新たな実学を学び続け、信頼、誠
実、尊敬を基盤として社会に貢献していくこ
とは、まさに福澤先生の教えそのものであり、
塾員である私たちが過去・現在・未来を通
じて目指すべき公認会計士像であると強く
思います。そのような公認会計士を目指して
学び続けるとともに、これからますます私た
ち会計士が活躍できる時代に思いを巡らせ
ると、いっそう大きな期待を抱きます。

森田　健司

公認会計士三田会副会長

平成７年商学部卒
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になってきましたが、2025年12月に同社を
退社し、現在は公認会計士の資格スクールや
会計ファイナンス人材に特化した人材紹介
を行うCPAエクセレントパートナーズ株式
会社でCFOをしています。

今年50歳になりましたが、振り返ってみて
公認会計士になれて本当に良かったと思っ
ています。公認会計士になれたから、監査法
人で監査を通じて会社の全体を見ることが
でき、CFOとしての道も開け、上場準備もま
とめることができ、CFOとして全体を見て
経営判断していたから上場会社の社長も任
せられて、経営も経験できたと思います。

公認会計士という資格が私の可能性を広
げてくれました。

今後は、CPAエクセレントパートナーズ
株式会社で、「人の可能性を広げ、人生を豊
かにする応援をする」という理念のもと、育
ててくれた「会計・ファイナンス業界」への
恩返しとさらなる貢献を目指し、新たな挑戦
を続けていきます。

公認会計士三田会の皆様、初めまして、
1999年に経済学部を卒業した坂本壽男と申
します。よろしくお願いいたします。

私は大学卒業後、日本酸素ホールディング
ス株式会社に入社し、営業部署に配属され工
場向けに液体ガスの営業をやっていました
が、手に職をつけたく、また、自営業にあこが
れ、会社を辞め、公認会計士を目指しました。

2.5年の苦しい受験期間を経て合格し、
EY新日本有限責任監査法人に入所し、8年
は監査部門で中小企業の監査に従事し、2年
は営業部門でIPO準備会社の支援や開拓を
行いました。先輩や同僚にも恵まれ、厳しく
も楽しい時期を過ごしました。

その後、独立しようと監査法人をやめまし
たが、クライアントであった株式会社串カツ
田中の社長に誘われ、独立をやめ、CFOと
して参画しました。初めての事業会社での実
務、IPO準備は大変でしたが、メンバーと周
囲の同志に恵まれ、運とタイミングもよく参
画して1.5年で東証マザーズに上場できまし
た。上場して認知度も上がって順調に店舗展
開も加速していましたが、2020年新型コロ
ナウイルスの流行で営業規制もあり、売上も
半減し、先が見えない大変な時期もありまし
た。コロナも収まろうとしていた2022年に創
業者からバトンを引き継ぎ株式会社串カツ
田中ホールディングス代表取締役CEOに就
任しました。従業員のモチベーション・やり
がいが薄れていたのでおもてなしを軸に立
て直しを図りました。

社長として様々なことを経験させていた
だいて、順調に店舗展開もでき、業績も好調

公認会計士の可能性

CPAエクセレントパートナーズ（株）
取締役CFO

平成11年経済学部卒

坂本　壽男
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慶應義塾大学
商学部

勝野　雄駿
大学４年在学中

挑戦の先にある感謝と志

公認会計士三田会の皆様、初めまして。商
学部4年在学中の勝野雄駿と申します。この
度は、公認会計士三田会の会報へ寄稿する大
変貴重な機会を賜りましたこと、心より御礼
申し上げます。このような歴史と伝統ある場
をお借りして文章を綴らせていただけます
ことを、大変光栄に存じます。

私は愛知県に生まれ、18年間をその地で
過ごし、幼少期からスポーツや勉学、ピアノ
に励みながら成長しました。高校時代には旭
丘高等学校の自由闊達な校風のもと、自らの
興味や関心の赴くまま様々なことへ挑戦し
てまいりました。そして2023年4月、慶應義塾
大学商学部に入学いたしました。大学入学当
初は将来に対する明確な目標を持てず、漠然
とした日々を過ごしておりましたが、「人生
の夏休み」とも称される社会人前最後の4年
間を、自分の将来のために本気で努力したと
言える時間にしたいと考えるようになりま
した。その中で、難関国家資格であり独占業
務を有する公認会計士という資格に強く惹
かれ、志すことを決意いたしました。また、大
学で出会った多様な価値観や高い志を持つ
仲間たちの存在も、自分自身をより高い目標
へ向かわせる大きな刺激となりました。

もっとも、その道のりは決して平坦ではあ
りませんでした。一度は論文式試験に不合格
となる悔しさも経験いたしましたが、受験
生活を共にし、切磋琢磨した仲間たち、親身
にご指導くださった予備校の講師やチュー
ターの方々、友人、家族の支えがあったから
こそ、前を向き続けることができました。そ
の結果、大学3年次に令和7年公認会計士論文

式試験に合格し、大手監査法人より内定をい
ただくことができました。この成果は、支え
てくださった多くの方々とのご縁の結晶で
あると深く感じております。

現在は、受験時代に通っていた予備校で
チューターとして勤務し、受験生の皆様に少
しでも分かりやすく、前向きに学習へ取り組
んでいただけるよう努めております。また、
本年度より慶應義塾大学公認の会計士サー
クル「ケイアカ」の代表としても活動し、公認
会計士を志す後輩たちの支援にも尽力して
おります。こうした活動を通じて、一人でも
多くの塾生の合格者輩出に貢献し、慶應義塾
大学が誇る公認会計士試験合格者51年連続
全国1位という伝統の一端を支えられるよう、
日々精進してまいります。

最後になりますが、これまで私を育ててく
れた愛知での環境、そして多くの学びと出会
いを与えてくれた慶應義塾大学には、深い感
謝の念を抱いております。学生生活の中で得
た挑戦や挫折、人とのご縁は、私にとってか
けがえのない財産です。今後は、公認会計士
として専門性を磨き、社会に貢献するととも
に、これまで支えてくださった方々へ恩返し
のできる存在となれるよう、一歩一歩成長を
重ねてまいります。未熟者ではございますが、
今後ともご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしく
お願い申し上げます。
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出会いと感謝

公認会計士三田会の皆様、初めまして。商
学部４年の三上歩乃花と申します。この度は
公認会計士三田会の会報に寄稿する機会を
いただけましたこと、大変光栄に感じており
ます。この場を借りて、心より御礼申し上げ
ます。

私は、高校までの18年間を青森県弘前市
で過ごしました。歴史と自然あふれる環境
でスポーツと勉学に励んだ日々は今でも心
温まる思い出です。その後、受験勉強を経て、
2022年4月に慶應義塾大学に入学しました。
入学当初は大きな環境の変化に戸惑い不安
でいっぱいの日々でしたが、両親や塾内の友
人の支えもあってだんだんと大学生活に慣
れていき、大学1，2年次には高校生のときか
ら憧れていた競技かるたサークルの活動と
スペイン語をはじめとする語学学習に打ち
込みました。大学2年次の後半になると、周り
の友人が就職活動やインターンの活動を始
め、私も自分の将来について改めて考え始め
ました。そのような中で公認会計士という職
業に出会い、その専門性とキャリアの多様性
に深く惹かれました。また、女性の活躍の幅
も広く、英語やスペイン語を生かしたグロー
バルな業務にも携わることができるという
点も非常に魅力に感じて、大学2年の秋ごろ
から本格的に公認会計士試験の勉強を開始
しました。合格に至るまで何度も困難に直面
しましたが、その度に慶應義塾大学の先輩や
予備校の講師、チューター、そしていつも自
分の味方でいてくれた両親や塾内の友人に
支えられ、2025年の論文式試験に合格する
ことができました。自分一人では決して成し

遂げられなかったことであり、辛いときや
困っているときにいつも手を差し伸べてく
れた方々には、感謝してもしきれません。こ
の場を借りて、支えてくれたすべての方々に
感謝申し上げます。また、公認会計士試験の
合格はスタートラインであり、この先どのよ
うな会計士を目指し、そしてどのような行動
をしていくかが重要であるということを改
めて感じ、少しでも社会に貢献し、支えてく
ださった方々に恩返しできるように、今後も
たくさんの経験を積みながらスキルアップ
を重ねていきたいと考えております。

現在は、受験生時代に自分が通っていた公
認会計士試験の予備校でチューターとして
勤務し、受講生の合格のお役に立てるように
日々奮闘しています。また、自分のお世話に
なった慶應義塾大学公認の会計士サークル
である「ケイアカ」の副代表として、塾生の皆
さんに公認会計士や簿記の魅力を伝えると
ともに、公認会計士を志す塾生が一人でも多
く試験に合格できるように、サポート制度や
イベントの企画・運営に励んでおります。

最後になりますが、自分のこれまでの人生
は人との出会いに本当に恵まれていたと感
じます。慶應義塾大学在学中に出会ったすべ
ての方々、そして遠方から支えてくれた家族
に改めて感謝申し上げます。また、社会に貢
献し、支えてくださった方々に恩返しできる
ような立派な会計士になれるよう日々精進
してまいります。今後とも、皆様のご指導、ご
鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

三上　歩乃花
大学４年在学中

慶應義塾大学
商学部
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　令和7年公認会計士試験は、令和7年11月21日に合格者が発表されました。

　公認会計士試験は、願書提出者総数22,056人、論文式受験者数4,665人、

最終合格者数 1,636人となっています。合格率は7.4％でした。このうち、慶應義

塾出身の補習所登録者数は 177人であり、２位早稲田の149人に28人の差で

首位となりました。これにより、慶應義塾は旧試験制度から51年間連続して、公

認会計士試験の王座を獲得しました。また、慶應義塾大学在学 中の合格者

90名輩出しています。今後も合格者数首位を目指して、塾出身の受験者の確

保と 合格率上昇のためのバックアップを一層強化できるよう、関係各位のご協

力をお願い申し上げ ます。

【令和7年公認会計士試験の概要 短答式試験受験者等対象】

願書出願者総数� 22,056人 （前年21,573人）

短答式合格者数� 2,409人（前年2,345人）

最終合格者数� 1,636人（前年1,603人）

合格率� 7.4％（前年7.4％）

【主な大学の合格者数（公認会計士三田会調べ）】

慶應義塾177名、早稲田149名、明治81名、 中央・同志社64名、

立命館55名、 東京54名、京都49名、神戸44名、一橋41名

� 以上

《公認会計士試験の状況》
連続 51 年間、合格者数首位を堅持
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１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位

1 昭和４５年度
（１９７０）

慶應義塾
39

中央
29

早稲田
26

東京
12

一橋
9

明治
9

神戸
8

同志社
8

横浜国立
7

関西
4

2 昭和４６年度
（１９７１）

中央
51

早稲田
38

慶應義塾
28

明治
22

横浜国立
14

東京
8

神戸
8

同志社
7

京都
5

大阪市立
4

3 昭和４７年度
（１９７２）

慶應義塾
48

中央
47

早稲田
32

明治
17

東京
13

神戸
11

京都
10

一橋
9

横浜国立
6

同志社
5

4 昭和４８年度
（１９７３）

慶應義塾
42

早稲田
30

明治
18

中央
16

一橋
11

東京
9

日本
8

法政
5

横浜国立
2

立教
1

5 昭和４９年度
（１９７４）

中央
65

慶應義塾
61

早稲田
42

明治
25

東京
10

一橋
8

横浜国立
8

法政
7

立教
5 －

6 昭和５０年度
（１９７５）

慶應義塾
32

早稲田
22

中央
16

明治
16

東京
9

日本
6

法政
5

一橋
3 － －

7 昭和５１年度
（１９７６）

慶應義塾
50

早稲田
44

中央
29

明治
28

一橋
14

日本
8

法政
6

横浜国立
6

立教
6

東京
5

8 昭和５２年度
（１９７７）

慶應義塾
45

早稲田
44

明治
30

中央
26

一橋
13

日本
7

東京
6

法政
6

立教
6

横浜国立
5

9 昭和５３年度
（１９７８）

慶應義塾
39

早稲田
37

中央
34

明治
13

一橋
6

法政
6

東京
5

横浜国立
5

立教
3

日本
2

10 昭和５４年度
（１９７９）

慶應義塾
36

早稲田
29

中央
23

明治
14

一橋
9

法政
8

東京
5

横浜国立
5

立教
5

日本
5

11 昭和５５年度
（１９８０）

慶應義塾
30

早稲田
30

中央
27

明治
17

一橋
9

横浜国立
8

法政
5

東京
3

立教
3 －

12 昭和５６年度
（１９８１）

慶應義塾
26

早稲田
24

中央
20

明治
13

一橋
10

横浜国立
7

東京
6

法政
6

日本
3

立教
2

13 昭和５７年度
（１９８２）

慶應義塾
26

早稲田
18

明治
16

横浜国立
14

中央
11

一橋
8

東京
5

法政
4

立教
4

日本
1

14 昭和５８年度
（１９８３）

慶應義塾
39

早稲田
34

中央
20

明治
19

横浜国立
9

法政
8

一橋
8

東京
5

立教
5

日本
2

15 昭和５９年度
（１９８４）

慶應義塾
54

早稲田
40

中央
27

明治
20

一橋
12

横浜国立
11

東京
8

法政
6

日本
6

立教
3

16 昭和６０年度
（１９８５）

慶應義塾
53

早稲田
36

中央
21

明治
19

一橋
13

法政
12

横浜国立
10

日本
9

東京
9

立教
2

17 昭和６１年度
（１９８６）

慶應義塾
63

早稲田
56

中央
40

明治
28

一橋
12

横浜国立
12

東京
14

法政
13

日本
14

立教
4

18 昭和６２年度
（１９８７）

慶應義塾
68

早稲田
49

中央
36

明治
27

一橋
15

横浜国立
15

東京
13

法政
7

日本
7

立教
5

19 昭和６３年度
（１９８８）

慶應義塾
68

早稲田
45

中央
38

明治
23

一橋
18

東京
13

法政
13

横浜国立
10

日本
6

立教
2

20 平成元年度
（１９８９）

慶應義塾
108

早稲田
67

中央
35

明治
35

東京
26

一橋
18

法政
12

立教
12

日本
11

横浜国立
9

21 平成 2 年度
（１９９０）

慶應義塾
111

早稲田
78

中央
46

明治
36

一橋
24

東京
21

横浜国立
18

法政
15

立教
9

日本
8

22 平成３年度
（１９９１）

慶應義塾
108

早稲田
101

中央
50

明治
45

一橋
32

東京
28

横浜国立
14

法政
10

日本
8

立教
11

23 平成４年度
（１９９２）

慶應義塾
126

早稲田
110

一橋
46

中央
41

東京
40

明治
36

法政
24

横浜国立
19

立教
14

日本
5

24 平成５年度
（１９９３）

慶應義塾
109

早稲田
98

中央
46

東京
45

一橋
36

明治
32

法政
13

横浜国立
19

立教
8

日本
15

25 平成６年度
（１９９４）

慶應義塾
140

早稲田
102

東京
57

一橋
37

中央
29

明治
27

横浜国立
19

法政
14

立教
10

日本
4

26 平成７年度
（１９９５）

慶應義塾
134

早稲田
134

中央
41

東京
39

一橋
27

明治
22

横浜国立
15

法政
11

日本
8

立教
8

27 平成８年度
（１９９６）

慶應義塾
115

早稲田
95

中央
39

一橋
38

東京
34

明治
23

横浜国立
22

法政
14

日本
11

立教
4

28 平成９年度
（１９９７）

慶應義塾
115

早稲田
85

中央
38

東京
33

一橋
26

明治
24

横浜国立
19

法政
14

立教
12

日本
8

29 平成１０年度
（１９９８）

慶應義塾
119

早稲田
97

中央
34

東京
29

明治
28

一橋
21

横浜国立
14

法政
13

日本
12

立教
9

30 平成１１年度
（１９９９）

慶應義塾
133

早稲田
88

中央
47

東京
47

一橋
35

明治
27

法政
23

横浜国立
21

日本
12

立教
11

31 平成１２年度
（２０００）

慶應義塾
136

早稲田
90

中央
60

東京
50

一橋
35

明治
35

法政
23

立教
18

横浜国立
16

日本
13

32 平成１３年度
（２００１）

慶應義塾
155

早稲田
134

東京
68

中央
59

一橋
47

明治
42

横浜国立
22

日本
13

法政
11

立教
11

33 平成１４年度
（２００２）

慶應義塾
183

早稲田
140

中央
94

東京
75

一橋
54

明治
39

横浜国立
23

法政
22

立教
21

日本
16

34 平成１５年度
（２００３）

慶應義塾
228

早稲田
152

東京
78

中央
76

一橋
71

京都
49

同志社
48

神戸
47

明治
45

大阪
37

35 平成１６年度
（２００４）

慶應義塾
208

早稲田
153

東京
93

中央
76

神戸
62

明治
60

同志社
56

一橋
56

京都
50

立命館
40

36 平成１７年度
（２００５）

慶應義塾
209

早稲田
159

中央
106

東京
61

一橋
51

同志社
48

神戸
43

明治
40

関西学院
40

京都
37

37 平成１８年度
（２００６）

慶應義塾
224

早稲田
146

東京
73

一橋
69

中央
64

明治
55

同志社
49

京都
48

神戸
38

関西学院
35

38 平成１９年度
（２００７）

慶應義塾
411

早稲田
293

中央
150

明治
105

神戸
105

同志社
102

東京
99

一橋
94

京都
73

立命館
71

39 平成２０年度
（２００８）

慶應義塾
375

早稲田
307

中央
160

東京
114

明治
110

同志社
102

一橋
93

立命館
85

神戸
83

京都
82

40 平成２１年度
（２００９）

慶應義塾
258

早稲田
247

中央
159

東京
84

明治
72

一橋
56

関西学院
56

神戸
52

同志社
52

法政
49

41 平成２２年度
（２０１０）

慶應義塾
251

早稲田
221

中央
152

明治
98

東京
67

同志社
62

立命館
57

神戸
49

関西学院
46

京都
45

42 平成２３年度
（２０１１）

慶應義塾
210

早稲田
169

中央
96

明治
83

立命館
52

京都
47

一橋
46

東京
44

同志社
38

関西学院
36

43 平成２４年度
（２０１２）

慶應義塾
161

早稲田
109

中央
99

明治
63

同志社
49

法政
38

立命館
30

神戸
29

青山学院
29

東京
28

44 平成２５年度
（２０１３）

慶應義塾
121

早稲田
93

中央
77

明治
68

同志社
49

神戸
36

東京
33

関西学院
32

京都
31

青山学院 立命館
26

45 平成２６年度
（２０１4）

慶應義塾
120

早稲田
94

中央
87

明治
69

同志社
43

立命館
29

関西
29

関西学院
28

法政
27

神戸
27

46 平成２７年度
（２０１5）

慶應義塾
123

早稲田
91

中央
64

明治
56

同志社
33

関西
29

関西学院
28

神戸
28

東京
23

専修
22

47 平成２８年度
（２０１6）

慶應義塾
139

早稲田
96

中央
96

明治
72

東京
36

同志社
33

立命館
29

関西学院
27

法政
27

神戸
26

48 平成２９年度
（２０１7）

慶應義塾
157

早稲田
111

明治
84

中央
77

東京
50

京都
48

一橋
36

立命館
31

神戸
29

専修
29

49 平成３０年度
（２０１8）

慶應義塾
144

早稲田
115

中央
77

明治
77

東京
43

京都
39

立命館
39

一橋
37

関西学院
34

立教
32

50 令和元年度
（２０１9）

慶應義塾
183

早稲田
105

明治
81

中央
71

東京
40

京都
38

立命館
38

神戸
36

一橋
34

法政
34

51 令和２年度
（２０２０）

慶應義塾
169

早稲田
98

中央
74

明治
60

立命館
52

東京
49

神戸
47

京都
43

法政
42

同志社
34

52 令和３年度
（２０２１）

慶應義塾
178

早稲田
126

明治
72

中央
65

東京
58

立命館
49

京都
41

神戸
38

大阪
36

一橋
35

53 令和４年度
（２０２２）

慶應義塾
187

早稲田
109

明治
86

東京
57

中央
54

立命館
54

神戸
50

京都
47

同志社
44

一橋
38

54 令和５年度
（２０２３）

慶應義塾
165

早稲田
128

明治
101

東京
56

同志社
56

中央
55

京都
50

神戸
44

一橋 ⁄ 法政 ⁄ 立命館
38

55 令和６年度
（２０２４）

慶應義塾
171

早稲田
131

明治
81

中央
63

東京
60

京都
55

神戸
54

同志社
52

一橋 ⁄ 立命館
50

56 令和 7 年度
（２０２5）

慶應義塾
177

早稲田
149

明治
81

中央
64

同志社
64

立命館
55

東京
54

京都
49

神戸
44

一橋
41

公認会計士第２次試験及び公認会計士試験　大学・年度別合格者数一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公認会計士三田会調べ
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RSM清和監査法人

 

 

広告サイズ：68×38 ㎜

協賛法人一覧
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公認会計士三田会２０２６年度寄付者ご芳名

ご寄付をいただいた皆さま（個人　敬称略　卒業年度順）

名　前 卒業年度（西暦） 名　前 卒業年度（西暦）

佐藤　裕一 1973  齊藤　慶三 2001 

小見山　満 1977  惣田　由香 2002 

小坂　義人 1978  引敷林　嗣伸 2003 

稲垣　正人 1979  峯岸　秀幸
（常任幹事） 2003 

柳澤　義一
（会長） 1979  中村　智彦 2004 

永田　高士 1980  松本　真 2004 

後藤　順子
（女性三田会） 1981  高橋　龍 2005 

大塚　敏弘 1984  三宮　圭祐 2007 

今村　友妃子 1986  渋佐　寿彦
（副会長） 2007 

加藤　達也
（副会長） 1986  白井　元 2009 

小林　伸行 1986  和田　壮司 2009 

新井　達哉
（副会長） 1988  宮城　翔平 2011 

藤本　貴子 1990  森嶋　康太郎 2017 

山本　直道 1991  茂木　孝之 2021 

市川　亮悟 1993 

神塚　勲
（副会長） 1993 

古内　和明 1993 

河合　洋明 1995 

森田　健司
（副会長） 1995  　

中村　倫子 1996 

吉川　高史
（副会長） 1996 

須山　誠一郎
（常任幹事） 1997 

大矢　昇太
（常任幹事） 1998 

池田　由範
（副会長） 1999 

国見　健介 2001 
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秋季研修会・懇親会	 2025年10月14日

慶應義塾大学三田校舎の北館ホールにおいて、秋季研修会を開催しました。前衆議院議員の若林

健太先生を講師としてお迎えして「公認会計士と政治」をテーマに講演いただきました。研修会終

了後は、場所を南校舎のザ・カフェテリアに移して懇親会を開催しました。若林先生の大変有意義

なお話を拝聴した直後だったこともあり、参加者は明るい雰囲気の中で談笑をし、最後は恒例の

「若き血」を斉唱し楽しい一時を過ごしました。

第50期総会・新人歓迎会	 2026年3月25日

公認会計士三田会第50期総会を開催しました。第50期の事業報告、会計報告を行い、第51期事

業計画及び予算を承認しました。総会に引き続き、2026年新人歓迎会を開催しました。100名を

超える会員と新人の方にご参加いただき、新人の方をお祝いしました。

若手公認会計士三田会

若手公認会計士三田会では、若手会員同士の親睦を深めることを目的に、春に40名程度が参加

する交流会を開催しました。近況報告や情報交換を通じて活発な交流が行われたほか、秋には15

名で第一回若手公認会計士三田会ゴルフコンペも実施し、会員相互のつながりを一層深める機会

となりました。

公認会計士女性三田会	 2025年11月28日

レストラン ベラージュで第1回女性の会が開催されました。41名が参加し、世代や所属を超え

た交流が活発に行われました。柳澤会長もご参加、女性の中に溶け込まれていました。参加者か

らは「ネットワーキングに役立った」「女性同士だと話しやすく安心感がある」「他の参加者の

キャリアを知る機会になった」といった声が上がり、女性同士で気兼ねなく交流することの意義

を再認識しました。今後の定期的開催を目指します。

秋季研修会 懇親会 新人歓迎会

若手交流会 女性の会
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公認会計士早慶ゴルフ

公認会計士早慶ゴルフは、2025 年 10 月 13 日 武蔵丘ゴルフコースにおいて総勢 21 名（慶應

11 名、早稲田 10 名）の方の参加を得て開催されました。このコ－スはプロデビュー翌年のタイ

ガー・ウッズが日本で初めてプレーしたコースになります。結果は総力戦によって 4 連覇を飾る

ことができました。これでも通算成績はまだ 14 勝 28 敗です。

勝ち越しを目指して、今後も頑張りましょう。

大学対抗ゴルフ十月会

2025年11月3日　名門茨城ゴルフ倶楽部で、参加者は

97名、総勢16大学、15チーム（10名以上の参加校は2チー

ムに分割してのエントリ－になったため）という規模で

盛大に開かれました。我が校は参加者が10名になったた

め2チームに分かれてチーム戦を戦うことになりました。

このような状況下においても優勝は昨年に引き続き

一橋大学にさらわれましたが、戦力分散することなく単

純に大学別で集計した場合、「グロス、ネット共に実質、

慶應義塾の優勝」となりました。また、個人の部ではネッ

トで増田航さんが優勝（グロス78/西のベスグロ）する

ことができました。

公認会計士三田会ゴルフコンペ

2025 年 12 月 29 日平塚のレイクウッドゴルフクラブ

で参加者は 16 名という盛り上がりのなか開催されまし

た。早慶対抗、十月会とはまた別の内々の会なので笑

顔と笑いの中楽しくプレイできました。クラブハウス

から見る富士山は素晴らしく、毎年天気も上々で、参

加者の常日頃の行いの良さを象徴しているようでした。

今回も多くの参加者の方から賞品の提供もあり、全

員に賞品が届けられ、三田会単独のコンペのため、近

況を語り合い、懇親のみを目的として楽しい一日にな

りました。

今年も 12 月 29 日、レイクウッドゴルフクラブの開

催を予定しています



第１章		 総　　則

（名　　称）
第１条	 本会は、公認会計士三田会と称する。

（目　　的）
第２条	 本会は、会計及び監査に関する学術の研究、

会員の知識及び経験の交流、業務の協調、会
員相互の親睦並びに後進の指導育成等を図る
ことを目的とする。

（事 務 所）
第３条	 本会の事務所を、幹事会の指定する場所に置

く。

（事　　業）
第４条	 本会は、第２条の目的を達成するため、次の

事業を行う。
1、会計及び監査の実務、学術等に関する研
究会、講演会等の開催

2、内外の資料の調査、研究
3、業務情報の交換
4、会報その他刊行物の発行
5、その他前各号に附帯する事業

第２章		 会　　員

（会　　員）
第５条	 慶応義塾に在学した者で、公認会計士、会計

士補、これらの有資格者及び公認会計士試験
合格者をもって会員とする。

第３章		 役　　員

（会長、副会長、幹事）
第６条	 本会に、会長、副会長、常任幹事、幹事を置

く。会長は１名とする。

（会計監事）
第７条	 本会に、会計監事２名を置く。

（相 談 役）
第８条	 本会に、相談役を置くことができる。

（幹事及び会計監事の選出並びに任期）
第９条	 会長、幹事及び会計監事は、会員のうちから

定時総会において選出する。
会長、幹事及び会計監事の任期は、定時総会
のときから始まって、就任後第２回目の定時
総会終了のときまでとする。

（会長、副会長、相談役の選任）
第10条	副会長及び常任幹事は、会長が幹事の中から

指名する。相談役は、会長が指名する。

第４章		 総　　会

（総会の種類）
第11条	総会は、定時総会及び臨時総会とする。

（総会の開催）
第12条	定時総会は会計年度終了後5ケ月以内に、臨

時総会は必要に応じ、幹事会の議を経て会長
が招集する。

第５章		 会　　計

（会　　費）
第13条	本会の経費は、会費、臨時会費及び寄附金を

もってこれに当てる。
会費は、公認会計士は年額10,000円、 会
計士補ならびに公認会計士試験合格者は
3,000円とする。なお、公認会計士のうち 
近年に卒業した会員に対して会費を一部減額
することを認め、その取扱は幹事会にて決定
する。
有資格者の会費については、これに準ずる。

（会計年度）
第14条	本会の会計年度は、毎年１月１日に始まり、

１２月３１日に終わる。

第６章		 会則の変更

（会則の変更）
第15条	会則の変更は、総会の決議による。

（附　　則）
この会則は、昭和５２年９月１２日から施行する。

（附　　則）(平成20年1月30日改正)
第5条、第12条、第13条の改正は、第31事業年度 
より適用する。

（附　　則）(平成23年12月14日改正)
第14条の改正は、第36事業年度より適用する。

公 認 会 計 士 三 田 会 ・ 会 則 制定	 昭和 52 年  9 月  1 日
改正	 昭和 55 年  1 月 21 日
改正	 昭和 58 年  1 月 10 日
改正	 昭和 61 年  1 月 17 日
改正	 平成 15 年  1 月 29 日
改正	 平成 15 年 12 月  4 日
改正	 平成 20 年  1 月 30 日
改正	 平成 23 年 12 月 14 日
改正	 令 和 6 年  3 月 27 日
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